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農福連携からみたSDGs



会社概要

株式会社DAI（でいえいあい）

就労継続支援A型B型多機能型事業所それいゆ

平成２３年５月 愛知県犬山市 株式会社DAIファーム設立

平成２５年４月 株式会社DAI 社名変更

平成２８年７月 岐阜県関市 ２事業所目を開所

地域特産品円空里芋組合に加入

令和１年９月 中濃農林事務所とJAめぐみのと共にさつまいも組合設立

令和３年４月 中部学院大学通信課に農福連携カリキュラムスタート

令和４年３月 企業と野菜加工の商品開発で産福連携×農福連携をスタート

令和５年１月 ノウフクアワード優秀賞を受賞

令和５年９月 ノウフクJAS取得



定員と現在の利用数（平均年齢３４．３歳 １０代～６０代まで活躍してます）

●A型事業定員２０名（雇用型）

現在在籍者２１名：精神障害者９名 身体障害者０名 知的障害者１０名 難病等１名 発達障害者１名

農業従事者は７名（精神４名、知的２名、発達障害者１名）

●B型事業定員１５名（非雇用型）

現在在籍者１７名：精神障害者３名 身体障害者３名 知的障害者１１名

職員配置（平均年齢４０歳 １０代～６０代までが支援しています）

●A型事業所：職業指導員３名 農業従事者は２～３名

生活支援員１名

賃金向上達成指導員１名

●B型事業所：職業指導員１名

生活支援員１名

工賃向上達成指導員１名



① 企業理念

私たち従業員とその家族、
この地域が幸せであり豊かであること。

【あなたに出逢えてよかった】という人を送り出し
【DAIに出逢えてよかった】と 言われる企業になります

DAI ３つのVissions（理想とする未来像）



② 事業の三本柱の飛躍
農福連携
産福連携
地福連携

地域の企業と連携し必要とされる人材を送り出し
各方面での人材不足を補う事で、
障がい者等が地域から分断されることなく
住みやすい地域になる様に
３つの事業共に飛躍させる企業になります。

DAI ３つのVissions（理想とする未来像）



③ ソーシャルファーム

自律的な経済活動を行いながらも、
就労に困難を抱かえる障がい者等が必要なサポートを受け
他の従業員と共に働きながら人生が豊かになり
かつ主体的に地域に貢献できる
社会的企業になります。

DAI ３つのVissions（理想とする未来像）



JAめぐみのより委託

洞戸キウイの袋入れ

特産品 円空里芋農家から委託

収穫作業

自社農園にて

さつまいもの収穫



JAめぐみのより委託

洞戸キウイの袋入れ

自社栽培のさつまいも

美濃蜜芋（干し芋）

自社栽培のにんにく

美濃黒宝黒福（黒にんにく）
産福連携×地福連携

和菓子屋さんとコラボ



JAめぐみのより委託

洞戸キウイの袋入れ

自社栽培のさつまいも

美濃蜜芋（干し芋）

産福連携×地福連携

食品加工企業とコラボ



2021年1月22日
カードゲームを使ったゲーム方式で
学びました。
１つのプロジェクトを達成するために
世の中がどのような流れで
動いているのかを知り
目標達成には周囲と連携をとっていく
必要があることを体感的に把握する
経験をしました



２０３０年に向けて
どんな会社を目指し
SDGsをどう実行していくか
一人一人発言しながら
１７のゴールの何が達成できそうか
話し合いをしました



DAI Misson（強みを活かした役割）



DAI Misson（強みを活かした役割）



DAI Misson（強みを活かした役割）



農福連携からSDGsへの参加

2019年に制定された
日本農林規格「ノウフクJAS」の正式名称は
「障害者が生産行程に携わった食品の
農林規格（平成31年3月29日農林水産省
告示594号）」といいます。



https://noufuku.jp/

農福連携からSDGsへの参加

全国初の官民連携ノウフク応援団 農福連携等応援コンソーシアム ノウフクHP



企業連携

・種芋のリパック

安心して永く住み続けることのできる地域づくり
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